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変わるネパールと変わらぬネパール
グローバル化した世界に暮らす

サ ー ッ タ レ ・ダル バ ー ル(7層 の 王 宮)は 、 カ

トマ ンズ の 北 西 約30キ ロ メ ー トル にあ る ヌ ワ コ

ッ トの 王 宮 で あ る。 外 国 人 が 訪 れ る よ う な観 光 ス

ポ ッ トで は ない 。 だが 、 こ こ は ゴル カ と並 ん で ネ

パ ー ル の 歴 史 上 重 要 な土 地 だ 。 ゴル カで 興 った 現

国 王 の 先 祖 シ ャハ(別 名 ゴ ル カ)王 朝 は、1744

年 にヌ ワ コ ッ トを攻 撃 して 占 領 。 そ れ まで の 王 宮

と は別 に、 サ ー ッ タ レ ・ダ ル バ ー ル を築 い た 。 さ

ら に1769年 、 そ こ を拠 点 と して カ トマ ンズ 盆 地

に攻 め こみ 、 マ ッラ 王 朝 を倒 して ネパ ー ル全 土 の

統 一 に成 功 し た。

当 時 の ヌ ワ コ ッ トは カ トマ ンズ とチ ベ ッ トを結

ぶ 交 易 ル ー トの要 衝 に あ っ た 。 シ ャハ 王 朝 は そ こ

を支 配 し て交 通 と関税 を 掌 握 し、 マ ッラ王 朝 の経

済 的 な 基 盤 を揺 る が せ る こ とで 征 服 へ と至 っ た 。

つ ま り、 現 在 の ギ ャネ ン ドラ ・シ ャハ 国王 に とっ

て ヌ ワ コ ッ トは 、 シ ャハ 王 家 が 今 日ま で続 く繁 栄

を約 束 さ れ た特 別 の 土 地 な の だ 。

とこ ろ で 、 も うお 気 づ きの こ と と思 うが、 この

写 真 は実 物 で は な く、 縮 尺300分 の1の 精 巧 な模

型 を撮 影 した もの だ 。 大 き く見 え るが 模 型 は 、 両

手 の手 の ひ らに の るA4大 で 、 人 が わ ず か0.5～

0.6ミ リメ ー トル の 人 形 で 表 わ され て い る。 私 が

勤 め る 「み ん ば く」 で は1994年 以 来 、JICA(ジ

ャイ カ=国 際 協 力 機構)の 博 物 館 学 研 修 コー ス と
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して世界各地の博物館職員を受け入れてきた。模

型はその一環として、模型製作実習を選択 した研

修員が 「景観模型工房」のプロによる指導とサポ
ー トを受けて作 ったものである。 これまでに世界

23か 国(地 域)の39人 が、37点 の建物や景観の

模型を完成させた。その中には万里の長城、タキ

シラの仏教遺跡、セ レンゲティ国立公園など世界

遺産に登録された景観か ら、 この世にはない伝説

の滝までがあ り、さなが らミニチュアーの世界ツ

アーが楽しめる。

模型はふつうでは見えないものを可視化し、イ

メージを喚起する不思議な魅力 をもつ。おそ らく

この写真も模型と知って、 これまでの連載の写真

以上に注意深 く見ていただけたのではないだろう

か。みんば くでは、10月13日 から来年の2月28

日まで 「模型で世界旅行一いろんな国の 〈私の風

景〉」 と題 した企画展 を開催する。実 はこれは、

数年前はじめてサーッタレ ・ダルバールの模型を

見て感嘆 したのをきっかけに私が企画 した小さな

展覧会である。常設展の観覧料でご覧いただける

ので、足をお運びいただければ幸いである。
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